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バルコニー及びベランダ（テラス）の取り扱い 

自然保護対策要綱では、建築物の屋根の勾配については背景となる自然環境になじむ形態として 10分の
2（商業地域にあっては 10 分の 1）の勾配屋根とする規定がされています。バルコニーやベランダの大型
化が進んでいることと屋根との区別化が明確でないため下記の取り扱いとします。

【設置要件】 

・バルコニーについては設置できないものとする。（屋根及び庇に類する扱いとし、勾配をとることが義

務づけられ、利用は不可と考えられるため）

・ベランダについては日常生活に必要であることを考慮し、必要最小限（建築面積に含まれない範囲と

して外壁から１ｍ以内の突き出しとする。ただし、１戸建ての住宅は２ｍ以内。）であれば設置可能と

する。

・1階部分のテラス(デッキ)については下部の利用がない場合は設置可能。(下部利用の場合は下部の屋

根とみなし勾配をとることが義務となるため設置不可)

【事例１】 

【事例２】下部を玄関ポーチ等で使用し建築面積の算入とする場合においても同様です。 

１ｍ以内（１戸建ての住

宅は２ｍ以内）をベラン

ダとして利用する場合 

設置不可

１ｍ以内の範囲で設置可

（※１戸建ての住宅は２ｍ以内） 

下部の利用が無い場合設置可
１ｍ以内

(１戸建ての住宅２ｍ以内) 

建築可能な例

１ｍ（１戸建ての

住宅２ｍ）以内 

【下部利用がある計画】

ベランダ幅１ｍ（１戸建ての住

宅は２ｍ）を超える場合 

 ↓ 

下部の利用部分を屋根で覆う

１ｍ超える部分 

（１戸建ての住宅は２ｍ超える 

部分） 

２／１０以上の

傾斜かつ 50ｃｍ

以上の軒出の 

屋根を設置する

１．5ｍ以上 

ルーフバルコニ－設置の場合

1.5ｍ以上下げる
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複合片流れ形式の屋根の軒出の取り扱い

自然保護対策要綱では、軒出の最小値を 50cm と規定し、原則として四方の軒出を確保することを求め
ているが、これは、軒出のある勾配屋根が形態的に自然環境となじみやすいことや、屋根と壁面を軒出に

より分節し圧迫感等を軽減することなどを目的とするものであり、複合片流れであって、屋根面と屋根面

が近接し、切妻屋根等の棟に近似した形態を構成するものについては、水上側の軒出を省略しても、比較

的支障がない場合がある。このため、一定の条件を満たすものについて、緩和できるものとする。

【緩和要件】

・切妻屋根等の棟に近似した形態を構成する 2 枚の屋根の間にある外壁（屋根と同一材で仕上げた垂直
面及び勾配が 10分の 8を超える屋根を含む。以下同じ。）の高さが、１ｍ（下段の屋根の流れ方向の
長さが１ｍ未満のときは、その長さ）以下、かつ、その壁面が属する階の床面からの軒高の３分の１

以下であること。

・切妻屋根等の棟に近似した形態を構成する 2 枚の屋根の間にある外壁の最大幅の３分の２以上が、当
該屋根に挟まれていること。

【事例１】

2FL

軒高

h 

h×1/3

≦h×1/3

かつ ≦1ｍ※

w 

w×2/3

w 

w×2/3

2FL

軒高

h 

h×1/3

OK

NG

OK

NG

軒出省略可

軒出省略不可

OK

NG

OK
NG

※下段の屋根(庇)の流れ方向の長さが１ｍ未満のときは、その長さ

❶  軽井沢町自然保護対策要綱による勾配屋根の規定

❷  軽井沢の気候を踏まえた軒先の設定（落氷対策）

2 軽井沢町自然保護対策要綱により、建築物の「屋根は 2/10 以上の勾配屋根とすること」と規定されています。
そのため、原則、建物の幅が大きくなると建物の高さが比例して高くなる傾向にあります。
公共施設の利便性を考慮すると、安易に建物の幅を細くできません。
よって、建物の高さを抑えるためには、勾配方向を短くできる屋根の形とする必要があります。

2/10 勾配以上

面積 1/8 以内

落氷対策として、「①屋根の 2段化」「②軒先を人の手でつららを撤去できる高さとする（または、キャットウォー
クの設置）」以上の解決策が有用です。できる限り「②軒先を人の手でつららを撤去できる高さとする」ことが有
用と考えます。
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■雪対策検討 2【氷柱対策】

●氷柱ができる主な原因は２つ

❶屋根の断熱性能の低さ              
屋根の断熱性能が低いと室内の暖気が屋根を介して屋根雪に伝わり、融雪します。その際の融雪水が、外気温０℃以下の
空気に触れて凍るのが要因です。

❷屋根面に受ける太陽光の熱により融雪水を発生   
 日中の強い日差しによって雪が一部（特に南面）溶け、露出した屋根材が暖められることで融雪水が発生し、夕方から急

減に冷え込むことで凍り、氷柱となります。

解決策
①高断熱化：室内の熱が屋根材に伝わりにくくするために

十分な厚みの断熱材を設けるとともに、屋根下空間の換
気（熱回収）や、屋根裏空間を確保（熱の緩衝帯）し、
屋根面の断熱性能を高めます。

②屋根材下部に通気層を設置： 屋根材と断熱材の間に外気
の通る通気層を設け、熱だまりを取り除きます。

解決策
①屋根の2段化：特に駐車場側の屋根は高い位置にあるた

め、氷柱が落下した際、歩行者や車の安全性を確保する
ために下段にコンクリート製の屋根庇を設置します。

②キャットウォークの設置：
3階屋根裏にキャットウォークを設置し、氷柱が成長す
る前に直接除去できる計画とします。

220218撮影（老人福祉センター）：北面のため雪が多く残っており、ま
た、古い建物のため断熱性能が低いことから、氷柱が大きく成長

220218撮影（軽井沢病院）：南側のため雪が解けて少なく、また、屋根
面の上と下が外気に触れている（温暖差がない）ため、融雪水が少なく
氷柱ができにくい

220121撮影（風越公園カーリングホール）：露出した屋根面に日射が当
たり、雪が残ってるエリアに熱が伝わることで融雪水を発生させ、氷柱
をつくる

左写真の氷柱の近景

暖気 空調エリア

空調エリア

回収熱の再利用

熱交換器

空調機械室

排気

暖気

暖気

　外部：冷たい空気 内部：暖かい空気

断熱材 (80mm) 80mmの断熱を設けることで、
室内の暖かい熱が屋根の雪を溶かし、
氷柱ができることを防止します。

回収し、室内空調へ再利用します。

①万一、氷柱が落下した場合でも、
屋根を 2段化することで、
歩行者や車両の安全性を確保します。

②キャットウォークの設置や、
軒先を人の手（道具を使用）が
届く高さに設定する等、
常に人が氷柱を除去できる計画とします。

断熱材で溶解を止める。断熱材で溶解を止める。
通気層

野地板
垂木

天井仕上げ
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●氷柱ができる主な原因は２つ

屋根の断熱性能が低いと室内の暖気が屋根を介して屋根雪に伝わり、融雪します。その際の融雪水が、外気温０℃以下の空
気に触れて凍るのが要因です。

❶屋根の断熱性能の低さ　　　　　　　　　　　　　　　

日中の強い日差しによって雪が一部（特に南面）溶け、露出した屋根材が暖められることで融雪水が発生し、夕方から急減
に冷え込むことで凍り、氷柱となります。

❷屋根面に受ける太陽光の熱により融雪水を発生　　　

①高断熱化：室内の熱が屋根材に伝わりにくくするために
十分な厚みの断熱材を設けるとともに、屋根下空間の換
気（熱回収）や、屋根裏空間を確保（熱の緩衝帯）し、
屋根面の断熱性能を高めます。

解決策

氷柱の成長を防ぐ

解決策
②屋根材下部に通気層を設置：屋根材と断熱材の間に外気
の通る通気層を設け、熱だまりを取り除きます。

①屋根の2段化：特に駐車場側の屋根は高い位置にあるた
め、氷柱が落下した際、歩行者や車の安全性を確保する
ために下段にコンクリート製の屋根庇を設置します。

②キャットウォークの設置：上記①を未然に防ぐために、
3階屋根裏にキャットウォークを設置し、氷柱が成長す
る前に直接除去できる計画とします。

220218撮影（老人福祉センター）：北面のため雪が多く
残っており、また、古い建物のため断熱性能が低いことか
ら、氷柱が大きく成長

220218撮影（軽井沢病院）：南側のため雪が解けて少な
く、また、屋根面の上と下が外気に触れている（温暖差が
ない）ため、融雪水が少なく氷柱ができにくい

220121撮影（風越公園カーリングホール）：露出した屋根
面に日射が当たり、雪が残ってるエリアに熱が伝わること
で融雪水を発生させ、氷柱をつくる

左写真の氷柱の近景
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第２章　建築計画

5.　防災 ・減災計画


